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ファイルの数が多いと面倒な作業をVBAで自動化

最近仕事でWordのファイルを大量にPDFに変更する必要がありました。

1つ2つくらいのファイルなら手作業で済ませるのですが、今回は50件行う必要があり、また他のタイミングでも継続的に業務として発生することが決まっていました。

そこで、（サラリーマンらしくこの作業は本当に必要あるのかは考えるのをやめて）VBAで自動化の方法を考えてみました。

Excelのシートに対象のファイルを書き出す

WordのVBAは使いにくいですし、もともと大量のファイルを処理することが前提でしたので、ExcelのワークシートとExcelVBAを使用することにしています。

私の経験上この組み合わせはExcelのファイルを操作するだけでなく、色々な業務で使いやすいと思います。

手順は下記の3ステップを想定しています。

	①Excelのシートに対象とするファイル名とパスを書きだす
	②出力するPDFのファイル名を設定する
	③対象となるWordのファイルを開いて順にPDF化する

スポンサーリンク






今回使用するワークシート

今回使用するワークシートは下記の通りです。

対象ファイルを特定のフォルダにまとめて格納しておけば一括でファイル名を取得できるようにしています。



作成したExcelVBAコードと実行手順について

①ファイル名一覧の取得

まず①Wordファイル一覧を一括取得するExcelVBAコードは下記の通りです。

実行するとファイルの選択ダイアログが開き、対象ファイルの一つを選択するとそのフォルダにあるWordファイルのパスとファイル名をA列に記入します。

Sub Wordファイル名一覧取得()



Dim FolderName As String  ’文字列を入れる変数として「FolderName」を使う

Dim index As Integer  ’数字を入れる変数として「index」を使う

Dim FileName As String  ’文字列を入れる変数として「FileName」を使う

FolderName = Application.GetOpenFilename ’ダイアログを用いて選択したファイルのパスをFolderNameとする①

Dim i



If FolderName = “False” Then  ’FolderNameが選択されていなければ作業を終了する

Exit Sub

End If



’今のフォルダ名には選択したファイル名含まれているので、ファイル名の部分を切り取る作業。

index = InStrRev(FolderName, “”)  ’フォルダ名部分の文字数をカウントする

FolderName = Left(FolderName, index) ’ カウントした文字数までの部分を切り取ってフォルダ名とする

FileName = Dir(FolderName & “*docx”)  ’ フォルダの中に含まれるファイルを取り出す

i = 2



Do While FileName ’ ファイルがなくなるまで繰り返す

ThisWorkbook.ActiveSheet.Cells(i, 1) = FolderName & FileName ’ 変更を行う

i = i + 1

FileName = Dir() ’

Loop



End Sub

②PDFとして出力する際のファイル名の記入

出力先フォルダとファイル名はC列に入力してから出力を開始します。

ExcelのSubstitute関数やVBAのReplace関数を使って自動で表記することも可能です。

一例ですが、デスクトップにある「Wordファイル」というフォルダから同じくデスクトップにある「PDFファイル」というフォルダに拡張子以外の部分を同じファイル名で出力する場合にはC2セルに下記のように関数を入力しておきます。

（「.docx」を「.pdf」に置換、「Wordファイル」を「PDFファイル」に置換しているだけです。）

	=SUBSTITUTE(SUBSTITUTE(A2,”.docx”,”.pdf”),”Wordファイル”,”PDFファイル”)

③一覧に記載されているWordファイルを順にPDFとして出力する

WordファイルをPDFとして出力するコードは下記の通りです。

実行するとC列に記載したフォルダ・ファイル名でPDFが出力されます。

Sub Wordファイル一括PDF変換()



Dim objWord As Word.Application

Set objWord = CreateObject(“Word.Application”)

objWord.Visible = True



Dim objDoc As Word.Document



Dim FileName As String

Dim i



i = 2



Do While Cells(i, 1) ’ ファイルがなくなるまで繰り返す

FileName = Cells(i, 1)

Set objDoc = objWord.Documents.Open(FileName)

objDoc.ExportAsFixedFormat OutputFileName:=Cells(i, 3), ExportFormat:=wdExportFormatPDF

objDoc.Close

Set objDoc = Nothing

i = i + 1

Loop



objWord.Quit

Set objWord = Nothing



End Sub
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関連記事    






        Word操作  


ExcelVBAでWordの文章を編集する    


ExcelでWordを操作する Wordで少しずつ異なるたくさんの文書を作成する必要に迫られ、何とかExcelVBAを使って簡単にできないか考えてみました。 あまり使用頻度は高くないかもしれませんが、せっかく作成してみたのでご紹介します。 ...    








        Word操作  


Wordファイルの特定のページをPDF化するExcelVBA    


Word→PDFの繰り返しを自動化して楽にする 以前にWordをPDFにするExcelVBAのコードをご紹介しましたが、その時のコードはWordファイルの全ページをPDFにするものでした。 今回は同僚から「300ページくらいあるWordの一...    
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ワークシートの印刷設定を変更するExcelVBAコード





文字列関数を用いて長い文字列から特定の部分を抜き出す
    





コメント          


        コメントを書き込む

コメントをどうぞ コメントをキャンセル
メールアドレスが公開されることはありません。 * が付いている欄は必須項目です
コメント ※ 
名前 ※ 

メール ※ 

サイト 


上に表示された文字を入力してください。

 


Δ

	





ホーム
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自己紹介
			独学でVBA・GAS・Pythonを学んでいます。

普段仕事で使っている便利なコードを色々紹介しています。

2019年9月にVBAエキスパートExcelVBAスタンダードを取得しました。

2021年よりVBAだけでなく、GASやPythonについての記事をアップ始めました。



  



              

たくさんのExcelファイルから特定のセルの値を抜き出し一覧にするVBAコード


2021.09.052021.09.19
      







              

Accessで現在のデータベースのPathを取得する


2019.07.272021.08.14
      







              

フォルダの中にある全てのExcelファイルに同じ処理をするマクロ


2016.08.022021.09.05
      







              

MicrosoftEdgeのIEモードをVBAで操作する


2022.03.282022.09.11
      







              

Outlookメールで送信元アドレスを変更するExcelVBA


2018.08.052019.01.01
      






        




      

Yahoo乗り換え検索を用いて所要時間確認（Pythonバージョン）


2024.01.22
      







      

WindowsAPIを用いてウインドウの一覧表を作成するVBAコード（再帰処理）


2023.12.03
      







      

ExcelVBAで再帰処理を用いてフォルダ一覧を取得


2022.11.06
      







      

Pythonでスプレッドシート操作-③Pythonサンプルコード


2022.09.182024.01.22
      







      

Pythonでスプレッドシート操作-②認証情報の登録


2022.09.182024.01.22
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